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三重県の外国人住民数の推移

出典：三重県外国人住民国籍・地域別人口調査（令和6年12月31日現在）を基に作成

１．三重県内の外国人住民の状況

【平成26年(2014年）末】          【令和6年(2024年）末】

10年で
25,585人

増



▼市町別外国人住民割合 

【平成 26年(2014年)末】      【令和６年（２０２4年）末】 
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20代～30代の
子育て世代が

多い

１．三重県内の外国人住民の状況



出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」

１．三重県内の外国人住民の状況



２．発達支援通訳の育成・紹介

発達支援通訳研修（令和２年度～）

１．対象言語：

英語、スペイン語、フィリピノ語、ベトナム語、ポルトガル語

２．受講者：

医療機関の通訳者、県市町教育委員会や学校所属の通訳者、  

フリーの通訳者等

３．研修時間数：

年間20時間

4. 研修内容:

（１） 専門知識

    （２） 通訳倫理・通訳技術



４．研修内容

7

研修内容 講師

子どもの心身の成長や発達課題及び知能の捉え方 臨床心理士・公認心理師

医療機関での受診の流れ 児童精神科医

外国人児童生徒における発達障がいの診断について 児童精神科医

発達検査の種類とその実施方法
（WISC、田中ビネー式知能検査、新版K式発達検査）

臨床心理士・公認心理師
大学教員

未就学児、就学時の発達障がいについての相談窓口、支援の流れ 自治体職員

特別支援学級・特別支援学校への通級・通学の選択 県市町教育委員会職員

発達障がいに係る福祉制度について
自治体職員
発達障害者支援センター職員

療育手帳の取得について 児童相談所職員

療育センターの利用について 自治体職員

児童発達支援施設・放課後等児童デイサービスの利用方法と支援内容 児童デイサービス事業所職員

国による発達障がいの捉え方の違い 受講者間意見交換

２．発達支援通訳の育成・紹介

(１）専門知識



２．発達支援通訳の育成・紹介

４．研修内容
(２）通訳倫理・通訳技術

研修内容 講師

通訳としての心構え、通訳倫理、ケースワーク
大学教員
医療通訳団体代表者

通訳技術（メモ取り、リテンション、リプロダクションなど）

専門用語の確認・模擬通訳（言語別クラス）
医療通訳団体代表者
医療通訳者

例：【通訳場面】
市保健センターにおいて、臨床心理士が
行う発達検査時の通訳

   【子どもの状況】
4歳の女の子。3歳半健診の時に母親から
言葉の発達が気になると相談があり、

 今回新版K式発達検査を受ける事になった。



２．発達支援通訳の育成・紹介

発達支援通訳パートナー制度（令和３年度～)

１．対応言語:
英語、スペイン語、フィリピノ語、ベトナム語、ポルトガル語

２．活動場所:
自治体、学校、医療機関等

３．登録方法:
発達支援通訳研修を受講した方を対象に、筆記・面接による試験を実施

４．登録者数:
言語

令和２年度～６年度
登録者数

令和７年度
新規登録者数

合計

英語 3名 - 3名
スペイン語 15名 1名 16名
フィリピノ語 1名 - １名
ベトナム語 1名 5名 6名
ポルトガル語 21名 4名 25名
合計 41名 10名 51名



２．発達支援通訳の育成・紹介

６．通訳内容

（１） 自治体での活動
・ 市町子ども発達担当課が行う保護者からの相談内容聞き取り、

    家庭での様子の聞き取り

 ・ WISC、新版K式発達検査実施・結果説明

 ・ 放課後等児童デイサービス利用のための制度説明、手続き方法

・ 療育手帳や発達障がいに関する福祉制度説明

（２） 教育委員会・保育所・学校での活動
・ 発達に関する保護者への聞き取り

・ 通常学級、特別支援学級、特別支援学校の選択についての説明

・ 特別支援学級、特別支援学校の見学

（３） 医療機関での活動
   ・ 初診、再診時、医師による問診、診察

 ・ 福祉制度利用に必要な証明書取得のための医療機関受診

     ・ 薬の服用方法についての説明

 ・ 子どもの育ちの経過や現在の様子について保護者からの聞き取り

 ・ WISC検査実施・結果説明

 



三重県立子ども心身発達医療センターでの通訳利用（令和４年度～）

１．医療通訳配置日: 

毎月第２、４火曜日 13:00～17:00

２．言語: 

   ポルトガル語 及び スペイン語

３．業務内容:

  (１） 問診・診察、検査、薬の服用等に関すること、入退院時、

医療費等の説明の通訳業務

  （２） 難聴児童支援センターへの相談等の通訳業務

  （３） 院内表示、患者への説明文書等、医療に関する翻訳など

    児童精神科外来診察、医療費の説明、処方箋についてなど

２．発達支援通訳の育成・紹介



シンポジウム

「みんなで考える外国につながる子どもの発達障がい」（令和３年度～）

３．シンポジウム開催

１．目的:

外国につながる子どもたちの発達障がいについて、

専門家や当事者からの話や意見をもとに課題を明らかにし、

今後県内において必要な取り組みについて考える。

２．対象:

自治体職員、医療関係者、教職員、NPO関係者等

３．実施形態:

講演 及び パネルディスカッション

４．主催:

公益財団法人三重県国際交流財団

５．後援:

三重県、三重県教育委員会、一般社団法人三重県公認心理師会

公益社団法人三重県医師会、一般社団法人三重県病院協会



多言語による保護者・支援者への情報提供

４．情報提供
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